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ドイツ刑法学の現状

ドイツ刑法学の現状（追完1）

宮澤浩一

はしがき

　本誌69巻10、11号（1996年）、70巻3、4、5号（1997年）に、ドイツ刑法学の現状

（追録皿）を発表した。その途中で、コンスタンツ大学のエーリック・ヒルゲンドルフ私

講師が、コンピュータ刑法に関する判例研究を連載していることに気づき、その業績をチ

ェックしていた。同氏の肩書に、テユービンゲン大学も加えてあったので、おそらく、同

大学のハフト教授の下で、教授資格を得た人であろうと想像していた。97年5月にベルリ

ンで開催されたドイツ語圏刑法学者会議に出席したおり、テユービンゲン大学のウルリッ

ヒ・ウェーバー教授に会ったので質間したところ、学位論文はハフト教授が受理し、教授

資格論文は、ウエーバー教授が主査であったとのことであった。帰国後、ヒルゲンドルフ

講師に手紙を出し、経歴と私の調べた主要業績の確認を求めたところ、直ちに返事が来た。

それらを整理、追完の原稿を書き終え、手元にある同氏の論著の内容をチェックしたが、

法律学と哲学の学位を有する優れた若い研究者であると思う。刑法の業績としては、工業

化した現代社会における過失論、特に、製造物の蝦疵による過失に関して、優れた業績を

上げている。わが国の若い同僚諸君が、同氏とコンタクトを持ち、新しい世代同士で切磋

琢磨することは、わが国の刑法学の閉塞状況を打破し、新しい方向へと関心を向けるため

にも、極めて大切な交流であると考え、敢えて、同氏の略歴及び業績を追完する次第であ

る。

　諸外国の刑事法の新しい動向を絶えず見据え、現代社会生活における刑事法学のあるべ

き姿を模索することは、研究者の怠ってはならない姿勢であると信ずる。こうしたたゆま

ぬ努力の所産は、内外の学界の共通財産でなければならない。必要とあれば、本稿で開示

した研究資料を同学の士にいつでも提供する用意がある。

　今後、ドイツ刑法学の勉強を続ける過程で教授資格を取得した研究者の所在が判明した

ときは、その経歴と業積を調査し、遂次、追完してゆくつもりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1997年7月13日
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　ヒルゲンドルフ（Erlc　H㎎θn40切

　1960年12月3日に、シュトゥットガルトで生まれた。アンスバッハのギムナジウムの

数学・自然科学のコースで学び、1980年に卒業し、軍務に服した後、1981年冬学期に、

テユービンゲン大学で、哲学・歴史・宗教学の勉学を始めた。1983年夏学期に、法律学の

勉学に転じ、1988年冬学期に第1次国家試験に合格し、その後、1989年から93年まで、

ハフト教授の助手を勤めた。1990年10月に司法修習生となり、1990年冬学期に、Argu－

mentation　m　der　Jurisprudenz．Zur　Rezeption　von　analytlscher　Philosophie　und　kritischer

Theorle　in　der　Grundlagenforschung　der　Jurlsprudenz，1991により、哲学の学位を取得し

た。その後、ハフト教授の指導で研究を重ね、1992年夏学期に、Str諭echthche　Produzen－

tenhaRung　m　der，，RlsikogesellschaR“，1993により、法律学の学位を取得した。その後、

ウェーバー教授の指導でTatsachenaussagen　und　Werturteile　im　Strafrechtというテーマで

教授資格請求論文に着手し、1993年冬学期に第2次国家試験に合格した。96年5月7日

に、Kausalit乞tsprobleme　in　derj廿ngsten　Produkthaftungというテーマの講演を行い、同日、

刑法、刑事訴訟法、法哲学の教授資格が授与された。1995年冬学期に、コンスタンツ大学

の講師として講義を担当し、97年夏学期に教授に任命された。

　なお、同氏は、1994年夏に、短期間、岡山大学の植松秀雄教授の下に留学している。

　Geboren　am3，Dezember　l960m　Stuttgart．Nach　der　Abitur　im　Jum　l980und　dem　Wehr－

dienst　l980／81wS　l981／821mmatrlkulanon　in　TUbingen　in　den　F議chem　Phllosophle，

Neuere　Geschichte　und　Rehglonswlssenschaften。SS　l983Beginn　des　Studiums　der　Rechtswis－

senschaften．Herbst　l9881．Juristische　StaatsprUfung，1989－1993wissenschafUiche　Hllfskraft

am　Lehrstuhl　Prof　Dr。F．HaR．Oktober　l990juristlscher　Vorbereitungsdienst。WS1990／91

Promotion　zum　Dr。phlL　SS　l992Promotion　zum　Drjur　Herbst　l9932．juristische　Staats－

pr“fung．Juli／August　l994Forschungsau免nthalt　in　Japan　bei　Pro色ssor　Hideo　Uematsu，

Okayama　Unlversit乞t．SS1996Habilitation．Ab　WS1995／96Vertretung　einer　Professur　in

Konstanz，SS　l997Emennung　zum　Professor　fUr　Strafrecht　und　Nebengebiete　in　Konstanz

　著書（BUcher）

　Die　Entwlcklungsgeschichte　der　parlamentarischen　Redefrelheit　in　Deutschland，199L

　Fa且lsammlung　zum　Strafrecht．Allgememer　und　Besonderer　Tell，1993，

　Hans　Albert　zur　ElnfUhrung，1997．

　オψ伽ε

1　Fritjof　HaR－Eric　Hllgendor£Juristische　Rhetorlk・Festschr・［Horst　Locher　zum65・Ge－

　burtstag，1991，S．451－460．→Gert　Ueding（Hrsg．），Rhetorik　zwischen　den　Wisscnschaρ

　ten．Geschlchte，System，Praxis　als　Probleme　des，，Historischen　W6rterbuchs　der　R．hetorik“，

　1991，S．345－352．

2　Accusatio．G．Ueding（Hrsg．），Hitorlschcs　W6rterbuch　der　Rhetorik、Bd．豆，1992，Sp．

　40－43．

3　Apologie（Rechtswesen）．G。Uedmg（Hrsg。），ibld．，Sp．821－823．

4　F．Ha＆一E，Hilgendor£Juristisches　Grundwissen：Was　ist　das？Erfolgreich　lemen。Basis一
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